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（演題）    我が国の CO2地中貯留技術実用化研究開発の取り組み 

 

（講演要旨） 

 

二酸化炭素地中貯留技術研究組合は、我が国の貯留層に適した実用化規模（100万トン/年）で

の CO2貯留技術開発のほかに、CCS の社会受容性の獲得や日本の CCS 技術の海外展開を志向

した研究開発を行っている。実証規模での研究成果をベースに、実用化規模への up-scaling に

係る(1) CO2圧入・貯留の安全管理技術の確立、(2)大規模貯留層有効圧入・利用技術の確立、

(3)CCS 普及環境整備・基準の整備が主な研究課題となっている。本講演の主な内容は下記の

通りである。 

 

大規模 CO2地中貯留において、まずは圧入すべき CO2総量（主要排出源からの排出量）に相応

する貯留サイトを選定する必要がある。つぎに、候補サイトの地質特性を評価した上で、貯留

層モデルを構築し、CO2圧入の予測解析を行う。この予測解析の結果が CO2地中貯留事業の安

全性や経済性にとって重要な意義を持つ。当技術組合では、国内外の地中貯留プロジェクトの

データや知見を基に、地中貯留事業の安全な実施が可能なレベルの貯留層モデリング技術開発

に取り組んでいる。 

 

CO2圧入規模が大きくなると、複数の圧入井あるいは圧入対象層の流体圧力を制御する緩和井

を設けることになる。カナダの QUEST プロジェクトでは圧入井が 2 本であるのに対し、豪州

の Gorgon プロジェクトでは圧入井が 9 本となっている。圧入井の本数は地下の貯留層特性（孔

隙率、浸透率）や圧入すべき CO2量に応じて決定されるが、貯留コストの観点から坑井の本数

は少ないほうが望ましい。当技術組合では、光ファイバー測定技術とのインテグレーションを

図ることによって、地中貯留の安全性の確保とコストの低減に向けての技術開発を行っている。 

 

また、RITE－東京ガス株式会社との共同研究成果を基に、貯留効率の向上や地層水への溶解促

進が期待できるマイクロバブル CO2圧入技術の実用化を目指している。H29 年度は本技術の実

用化のカギとなる坑内ツール試作及び実坑井を用いたファンクションテストを実施した。さら

に、当技術組合では海域帯水層貯留に係わる海洋環境影響評価について、音響ソナー技術を利

用して漏出 CO2の検知手法の確立を目指している。貯留サイトの海域でサンプリングポイント

ごとに海水を採取し、海水中の CO2溶解量を調べる化学的手法とは異なり、音響ソナーで漏出

気泡を物理的に検知することになっている。本講演では実海域の模擬実験を基に、音響ソナー

技術を利用した漏出気泡検知手法確立の取り組みや本手法の有効性を紹介する。 
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